
令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －１－ 

重 点 項 目        学習活動（学習指導の充実） 

重 点 課 題        家庭学習の充実と教科指導の充実 

現     状        

①本校生徒の進路目標達成のためには、日々の授業を大切にし、生徒が計画性をもって生活時間を調整

しながら学習に取り組み続けることが必要であるが、各学年の目標とする家庭学習時間は確保されて

いないのが実状である。生徒の実態把握に努め、生徒が主体的にかつ具体的に学習計画を立てて実践

できるようになるための指導が必要である。 

②「主体的･対話的で深い学び」に向けた授業の改善について、互見授業を活用し、各教科部会を中心

に研修している。互いの授業を参観する機会は増えているが、ＩＣＴの効果的な利用も含め、指導

内容や指導方法についてさらなる授業研究が必要である。 

達 成 目 標        

①生徒の平日家庭学習時間 

 １年生 ２．０時間以上 

 ２年生 ２．５時間以上    の生徒の割合 

 ３年生 ３．０時間以上   

※学習実態調査より 

②互見授業に積極的に参加し、教科部会等で意見交

換をする。 

 

 

 

① ７０％以上       ②  各自、互見授業に年間２回以上参加            

方     策        

・家庭での生活実態を記録させ、予習・授業・復

習のサイクルを確立するためにはどのような

時間の使い方をしなければならないかを、生徒

自身に考えさせる。 

・授業や考査・レポート等により学習状況や学習

到達度を把握し、適切な課題を設定して生徒の

意欲を引き出す。 

・個人面接を重視し、生徒一人ひとりに合った学

習方法を工夫させるとともに学習時間増加推

進に取り組ませ、進路目標の達成を図る。 

・互見授業週間を設定し、様々な授業を見学できる

ように、教科の枠を外して実施する。 

・互見授業後の振り返りや、学校外で行われる研修会

や公開授業への参加報告など、授業改善のための

校内研修を実施する。 

・ＩＣＴの授業への活用については、その長所・短所

を把握し、さらに効果的な利用法について、研究を

進める。 

 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －２－ 

重 点 項 目        学校生活（生徒指導） 

重 点 課 題        
①「挨拶」を自主的に行い、自覚を持って「服装」を正しく着用する生徒の育成。 
②スマートフォン・携帯電話について、節度のある使用が自主的にできる生徒の育成。 

 

 

 

現 状        

 

 

 

①ここ数年継続して、「挨拶」と「服装」に重点を置いて指導してきた結果、生徒たちの挨拶は少しず
つよくなっていると感じている。また制服については、5月～10月の期間を生徒が各自の体調や気温
にあわせて冬服・合服・夏服を選んで着用する「制服選択着用期間」とし、生徒の自主性を育む指導
を行っている。 

②スマートフォン等の利用の仕方については講話・集会等で指導しているが、XやLINEなどのコミュ

ニケーションツールや多様なアプリの使用により、スマートフォンを手放せない生徒が多い。日頃か

ら、スマートフォンの使用時間や適切な利用の仕方について考えさせる指導が必要になってきてい

る。 

 

達 成 目 標        

 

①「挨拶」､「服装」に関する日常の取り組み   
〈自己評価「いつもきちんとできる」､ 
「だいたいいつもできる」の割合〉  

②スマートフォン・携帯電話の使用時間や利用方法
に関する意識の向上 
〈自己評価「改善している」､ 
「改善しようと思っている」の割合〉 

・【挨拶】「授業」80%以上、「校内」80%以上 
・【服装】85%以上 

 75%以上 

 

 

 

 

 

方 策        

 

・校規委員会の活動を充実させ、学校生活や諸活動

に対する生徒の意欲を喚起し、規範意識を育む。 

・朝の生徒玄関での挨拶や、学校全体で行う学期は

じめの「マナーアップ週間」での声かけなどを通

し、「挨拶」や「服装」への継続的な指導を行う。 

・各学期に服装指導を実施することで、生徒自身が

身だしなみについて考える機会を持たせるとと

もに、落ち着いた学習環境を維持することに努め

る。 

・必要に応じて、個々の生徒の状況に応じた個別指

導を担任と連携して行う。 
 

・生徒指導部と学年が協力し、集会等で指導を行う。

また、スマートフォンの使用状況について調査を

行い、使用状況を把握するとともに生徒の自覚を

促す。個別面談においても学習状況と合わせスマ

ートフォンの使用状況について確認し、自律的態

度の育成に努める。 

・１年生を対象に「SNS危険防止教室」を実施する。

専門家から具体的事例を聞くことによりSNS利用

の危険性について理解を深め、今後のSNSの利用

の仕方について考えさせる機会とする。 

・教科「情報」の教員と協力し、情報モラルやセキ

ュリティの意識の向上を図る。 

 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －３－ 

重 点 項 目        進路支援（進路指導の充実） 

重 点 課 題        進路意識を高め、進路目標の実現に向けて学力を向上させる。 

現 状        

・進路目標が漠然としているために、受動的な学習に終始する生徒が多い。 
・自己の能力や適性を的確に評価しようとする意識を高め、主体的かつ持続的に考えながら進路目標を
設定し、その実現に向けて努力していけるよう、継続的に支援していく方策を工夫する必要がある。 

・目標の設定や実現のための方策を示し、学期や学年の進行とともに進路意識を熟成させられるような
支援システムを構築し、教員間で共有していく必要がある。 

達 成 目 標        

・第１学年：文理選択・科目選択を、十分検討した上で決めることができる。 
・第２学年：具体的な進路目標を、十分検討した上で定めることができる。 

・第３学年：受験計画を、十分検討した上で立てることができる。 

１年生：８０％以上   ２年生：８０％以上   ３年生：８０％以上 

方     策 

○３年間を通した計画的な進路指導を行い、生徒・学校・家庭が一体となり進路志望の実現を図る。 
 ・第１学年…生活習慣や学習習慣を確立させる。「総合的な探究の時間」等で進路研究や興味関心に応

じた探究活動を行い、自己理解や適性の把握に努めさせる。また、適切な文理選択を支援するため、
漠然とした進路希望を持つ生徒や、進路選択に悩む生徒が自己の適性を知り、自分の将来について
主体的に考えられるような機会を設ける。「大学招請講義」では興味関心のある講義を受講させ、学
部・学科の内容についての理解を深めさせる。 

 ・第２学年…大学見学等を通して大学や学部について研究し、自己の適性をふまえた具体的な進路目
標が掲げられるよう指導する。「大学招請講義」では興味関心のある講義を実際に受講し、学部・学
科選択の一助とさせる。また、「合格体験報告会」では先輩達の進路への心構えや学習法などを実際
に聞き、新年度に向けて学習への意欲を高めさせる。 

 ・第３学年…学年集会や外部講師による進路講演会等を開催し、進路志望実現のための具体的な方策
や進路に関する情報を的確に示し、意欲を高めさせる。ゴールを見据えた長期・中期・短期の学習計
画を作成させ、その進捗状況を検証し、学力を最大限に伸長させる。 

○個人面接に重点を置いて生徒との信頼関係を築き、学習習慣や生活習慣を振り返らせ、進路目標を明
確化させる。併せて、オープンキャンパスや学校説明会への参加を勧める。 

○校内模試や外部模試を有効に活用し、結果を学年会や進路検討会で分析しながら教員間で情報を共有
し、授業や個別指導（教科添削・小論文・面接）に活かす。 

○入試動向を調査し、それらをもとに本人の適性や成績・意欲などを総合的に勘案し、適切な志望校選

択を支援する。 

 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －４－ 

重 点 項 目        特別活動（学校行事の周知と委員会活動の活性化） 

重 点 課 題        

・学校行事の広報活動を充実させ、各行事の活動内容を学校内外に発信するために、生徒会が中心とな

り、生徒や教職員との協力・連携を強める。 

・各行事や各種委員会活動への積極的な参加を促すとともに、活動内容を工夫し活性化を図る。 

 

 

現 状        

・学校行事では生徒会が中心的な役割を果たし計画・運営をしている。しかし、一般生徒や教職員にはそ

の活動内容が十分に周知されていない部分がある。そこで、広報活動のみならず話し合いの場を積極

的に設けることによって、生徒の主体的な活動を学校内外に知らせ、地域と学校、生徒と教職員が連携

する活気溢れる行事を運営できるのではないかと考える。また、生徒に責任と自覚を持たせることに

よって、興味・関心をより高め、主体的な活動に繋げられると考える。 

・生徒会には現在８つの委員会が設置され、執行部が中心となって学校行事や各種委員会の様々な活動

を計画・運営している。また、各ホームにおいても役員、各委員が企画する活動があり、主体的に取り

組んでいる。しかし、慣例的な活動の中には、あまり関心が高くないように感じられるものもあり、今

後、社会の状況に合わせつつも、より積極的な参加や自主的な行動を促す工夫した取り組みが必要で

あると考える。 

達 成 目 標 
①学校行事の定期的な広報活動 ②学校行事や生徒会、ＨＲ活動に意欲的に取り組

み、充足感を得させる。 

       

方 策        

・「生徒会だより」 毎月発行 

学校行事だけでなく、各委員会や生徒会活動の

活動報告や告知を分かりやすく記載し、内容を

充実させる。 

・掲示板  

多くの生徒の目にふれるよう創意工夫を凝らし

た内容に努める。 

・ＨＰの定期的な更新 

・参加意識を高めるために具体的な計画を立て、

生徒議会や生徒総会を通して生徒主体の形で共

通理解を図る。 

・ＨＲ活動に話し合いやグループワーク、学年統

一活動などを建設的に取り入れ、生徒の自主性

を生かした運営を重視し、指導する。 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －５－ 

重 点 項 目       特別活動（図書館活動の充実） 

 

重 点 課 題       

・生徒の主体的な読書活動を支援し、豊かな心と感性、知性を育む。 

・「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての図書館機能の充実を図り、生徒が自ら課

題を発見し、解決する、探究的な学習活動をしやすい図書館づくりを推し進める。 

・本校生徒の特色を生かすように、計画的に蔵書、資料構成をし、キャリア形成の一助とする。 

 

 

現    状 

・読書傾向調査＊の結果、読書が「好き・どちらかといえば好き」な生徒は71％いるものの、１週間の読

書時間が０分である生徒が56％であり、その割合は年々増えている。年間読書冊数３冊以下の生徒の

理由の多くは「勉強・部活動等で時間がない」である。 

・図書館の年間の利用回数は、前年比で５回未満が５％減り、５回以上10回未満が５％増えた。また、10

回以上は約11％、40回以上が微増し、一定数の確保はできているものの、５回未満が71％など、生徒全

体の利用状況には個人差がある。 

・スマホやパソコン等電子書籍による読書をする生徒は20％で、微減した。 

・図書館を、教室以外の居場所として利用する生徒もいる。 

＊読書傾向調査・・・令和５年度１、２年生を対象に、令和６年１月実施。 

達 成 目 標 
①図書館だより、新着図書案内の発行回数 ②１ヶ月平均の図書館入館者数（延べ人数） 

年10回 550人以上 

 

 

 

 

 

 

方    策 

 

 

・図書館だより「Library」や掲示物を年10回程度定

期的に発行し、新着図書案内や情報提供を行う。 

・図書委員会が企画、運営する図書館行事により、ま 

た、本のポップの作成や展示により、読書の楽しさ

や図書館の親しみやすさをアピールする。 

・読書センターとしての機能を充実する。 

１、２年生には、ホームルームの時間を利用して、 

生徒同士が読書体験を共有したり、読書記録を作

成したりする機会を設ける。 

⑴読書の時間 

 「社会を知るための読書」をテーマとして、新書を

読む。 

⑵ホームルーム読書会（ビブリオバトル） 

 生徒同士で本の魅力を伝え合い、読書体験を共有

する。 

⑶校内読書感想文、感想画コンクール 

 入賞作品を図書館誌に掲載し、鑑賞する。 

３年生には、小論文や面接対策などの図書資料を

案内し、進路支援を図る。 

・新入生には、図書館オリエンテーションを設け、

本の探し方や利用の方法を周知し、親しみやすい

図書館であることを体感させる。 

・新着図書や授業に関連する資料が目に留まるよ

うに展示したり、配架を工夫したりして、利用

しやすく、居心地のよい環境を整える。 

・学習センター、情報センターとしての機能の充

実を模索する。 

⑴蔵書の選定と資料収集、レファレンスサービス

を充実させ、生徒の主体的な読書や探究学習等

の活動を支援する。 

⑵進路や職業選択に役立つ図書資料の充実に努め 

る。   

⑶教科、学年、分掌、部活動など、教員も利用し

やすい図書館づくりを進める。 

⑷新聞、雑誌、視聴覚資料にも幅広く触れる機会

を提供する。 

⑸音楽等芸術関係の資料提供と利用促進に努め 

 る。 

⑹Wi-Fi環境下で、ＩＣＴを活用した学習活動の利

便性を高める。 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和６年度 呉羽高等学校アクションプラン  －６－ 

重 点 項 目 学校生活その他（保護者・生徒・教職員・地域との連携、校内美化・快適な学習環境の保持） 

 

重 点 課 題 

 

・本校教育活動とＰＴＡ活動の連携を図るとともに地域の声を聞き、開かれた学校づくりに努める。 

・校内美化に取り組み、健康的で快適な学習環境を保つことで生徒の学習や学校生活に対するモチベー

ションを向上させる。また、学校全体で協力して清掃活動に取り組み、生徒同士の助け合いや協働の

精神を持たせる。 

・悩みを抱える生徒に対し、多面的に支援する。  

 

 

 

現       状 

・学校と保護者との関係は良好であるが、各行事への保護者の参加は多くない。 

・ＳＰＴＡ懇談会は年２回開催しており、呉高芸術祭の食堂運営、生徒の生活実態等について、生徒・

保護者・教職員が意見交換を行う有意義な機会となっている。 

・ホームページへの学校行事の掲載率は９割以上だが偏りも見られるので、保護者等から、迅速で幅広

い生徒の活動の掲載を望む声が聞かれる。 

・１週間に３日は７限授業があり、清掃時間の設定が遅くなる。生徒はその後部活動の時間となるため

時間に追われ環境美化に十分に取り組むことができていない。 

・悩みを抱える生徒が多様化し、学年や学校だけでは対応が難しい事案も発生している。  

 

 

達 成 目 標 

①ＰＴＡ行事等への出席率及

び保護者の満足度の向上 

②幅広い生徒の活動や学校行

事等のＨＰへの掲載を、概

ね２週間以内に行い、タイ

ムリーな広報に努める。 

③年９回の大掃除を利用し、美化委

員が中心となり生徒全員が主体的

に環境美化に努めるようにする。  

・大掃除時の重点目標を定め、生徒

全員が主体的に美化活動をする。 

・必要時に特別支援委員会を開催

し、校内・校外連携を強化すること

で多面的に生徒を支援する。 

・保護者の出席率30％以上 

・満足度調査で４以上（５段階

評価） 

・掲載する学校行事等を昨年

度の数＋５ 

・学校行事の概ね２週間以内

の更新率８０％以上 

・各クラス大掃除チェックシートの

評価を３（ほぼできた）以上とす

る。 

・定期的な生徒の情報共有とカウン

セラーとの連携の機会を設ける。 

 

 

方    策 

・ＰＴＡ活動のパンフレット

やホームページ等を通して

各行事の様子を知らせ、保

護者の参加意欲を促す。 

・参加した保護者を対象にア

ンケートを実施し、満足度

を調査する。 

 

・あらかじめ掲載する予定の

学校行事等を全職員に伝え

る。 

・学校行事の担当者へ事前事

後の更新を促す。 

・校舎内外の美化活動を推進するた

め美化委員がポスターや放送によ

る啓発活動を行う。 

・毎回、重点項目を確認しながら美

化委員によるチェックシートを使

った評価をする。 

・学年やカウンセラーと連携し、適

切な時期に生徒の支援を行う。 

（評価基準  Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった） 

 

 

 

 


